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今月の主な内容

• 小学校閉校式

• 卒業式、結び塾

• 会長のマガジントーク

• 金山図書館より

• 小学校だより

• 郵便局よりお知らせ

• 皆さんの作品コーナー

• 金山の話題・お知らせ
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２月２６日(土) 金山小学校閉校式典が行わ
れました。第一部は、10時から丸森町教育委
員会による「閉校式」。第二部は、11時から実
行委員会による閉校記念行事「ありがとうの
会」が開催されました。
新しい学校でも金山小学校で学んだ事を忘
れず、元気に過ごしてください！

児童代表の言葉を述べる
最後の６年生若林凛さん



丸森中学校は３月９日(水)に、金山小学校は３月１７日(木)に
卒業式が執り行われました。
卒業生の皆様、保護者の皆様おめでとうございました！

－２－

金山小学校卒業生

丸森中学校卒業生(金山出身)

齋藤 ことはさん 佐藤 佑羽さん 佐藤 夕聖さん
武田 菜那さん 引地 春太さん 水沼 克嘉さん
森 華 さん 八巻 蘭 さん

若林 凛さん

第３回 かねやま結び塾

３月２日（水）第３回かねやま結び塾
を開催しました。１５名の方々にご参加
いただき、今回はフラワーサークル蘭★
蘭の船山 留未さんと加藤 スミ子さんを
講師に迎え「ソープフラワーのアレン
ジ」を教えていただきました。皆さんと
ても素敵な作品を完成させていました。
令和３年度の「かねやま結び塾」は今

回で終了です。来年度もまた多くの方々
のご参加をお願いいたします。

【生涯学習協力員さんより感想】
◆初めてのソープフラワー作り、難しかったけ
ど楽しくきれいに出来ました。 K・Sさん
◆３年度最後の結び塾。皆上手に、ソープフラ
ワー出来上がって満足です。又集まって楽しみ
たいです。 ミズヌマさん



－３－

１日（金） 丸森町行政運営推進委員委嘱状交付式
集落支援員辞令交付

１１日（月） 丸森小学校入学式
丸森中学校入学式

１５日（金） 自治会監査
自治会三役会

１７日（日） 春季消防演習
１８日（月） 自治会役員会（１９時～）
２１日（木) 狂犬病予防接種（１３時～１３時２０分）

自治会定例総会（１９時～）
２４日（日） 狂犬病予防接種（１３時５０分～５５分）

※都合により変更もありますことをご了承ください。

＊４月の主な行事・会議予定＊

会長のマガジントーク

先月号のマガジントークの中で間違いの箇所が2つありましたので、お詫
びして訂正させて頂きます。
① 上から9行目 2,279名⇒4,000名超 ②上から18行目 平成⇒令和

「令和4年度の始まりにあたって」

令和4年度が始まりました。自治会の事業でも今年度は大きな変化が求められて
のスタートとなりました。既に地区の皆様にはご承知とは存じますが、まず今ま
でまちづくりセンターの窓口で取り扱ってきた住民票・戸籍に関する書類・各種
証明書等の申請、受付、交付(窓口業務)が3月末をもって終了しました。これから
は、すべて役場の町民税務課の窓口での手続きとなりますので、ご注意下さるよ
うお願い致します。ただし、条件を満たせば無料の「宅配サービス」も可能です
ので、対象条件を確認の上利用して頂ければと思います。
次に「集落支援員制度」が発足します。これは急速に進行する少子高齢化や人

口減少への対応、令和元年東日本台風からの復旧・復興、地域が抱える諸問題等
の解消に向けて、住民と町と自治組織が一体となって活動を推進するための制度
となります。集落支援員の業務としては、地区住民で作り上げた地区別計画等の
事業を通して、情報の収集や課題の把握、年代を超えた交流機会の創設等の支援
を行って参ります。これからは今まで以上に、住民の皆様との関りが増えてくる
と思われますので、地区の行事やイベント等様々な情報を集落支援員を通してお
寄せ頂きますようお願い申し上げます。
また、自治会の事務局長に新しく目黒重実さん(3区)が就任します。前任の菊地

一さんには3年間ではありましたが、誠心誠意の心構えで局長職を全うして頂きま
した。特に台風第19号の被災の際には自宅も冠水被害を受けたのにも関わらず、
センターの復旧に向けて寸暇を惜しんでご尽力を賜りました。言葉では言い尽く
せない程の感謝の気持ちで一杯であります。今後のご健勝とご多幸をご祈念申し
上げます。新任の目黒局長には不安や戸惑いとかもあろうかとは思いますが、一
日も早く住民の方々に馴染んで頂き、町及び各関係機関との調整、事務局内の取
り纏め役として、ご自身の持っておられる能力を十二分に発揮して欲しいと期待
しております。
金山地区の皆様、令和4年度もどうぞ宜しくお願い致します。

金山自治会 会長 板橋 茂



金 山 図 書 館
よりお知らせ

Kaneyama library

－４－

✿金山図書館では、本のリクエストを受け付けております！
こんな本を図書館に置いて欲しい、あの作者の新刊が読みたい…皆さんのリクエスト受け付けてま
す！「書名」・「著作名」をお知らせ下さい。出来る限り対応させていただきます。

✿宮城県図書館から図書の借り受けを行っております。
読みたい本や金山図書館に無い本などがありましたら『書名』・『著者名』を金山まちづくりセンターま
でお知らせ下さい。ご要望の本が必ずあるとは限りませんが、出来る限り対応させていただきます。
どうぞ、お気軽にご利用ください。 金山まちづくりセンター：【☎７８－１１２１】

【定期購読本】 ※各４月号
・きょうの料理/きょうの料理ビギナーズ ・きょうの健康 ・趣味の園芸 ・すてきにハンドメイド ・レタスクラブ

【寄贈本】 ・丸森町立金山小学校閉校記念誌感謝（閉校記念事業実行委員会）
・ピッピのおみそ（文芸社：いとう のりひろ） ・ひとり社長の最強の集客術（ぱる出版：今井 考）
・3.11ふるさと後刻記（サムホール：松崎靖夫） ・社会教育2022.3 ・倫風３月号
・秋さけ/こんぶのひみつ（学研プラス） ・ほたてのひみつ（YHB編集企画）
・手と手をつなごう（夢ポケット 水内喜久雄：水上不二詩集）
・円筒研削盤作業金型、治工具、試作部品加工（金港堂出版部：高橋 邦孝）
・東日本大震災10年間の取組み尚絅学院大学（尚絅学院大学出版会）
・3.11東日本大震災 宮城県建設業協会の闘い10（河北新報社：宮城県建設業協会）

３月１５日(火) 図書運営委員会が行われました。
「本をたくさん読んだ子どもの表彰」「子ども読書感想
画募集」「令和４年度事業の進め方」「運営委員の改
選」について話し合われました。

図書運営委員会開催

【開館時間】月～金曜日(土日・祝日・年末年始は休館) 午前９時～午後５時まで
※図書館利用の際は「マスクの着用」「入館時の手指の消毒」「名簿への記入」等、感染症対策にご協
力ください。発熱、風邪の諸症状のある方はご利用いただけませんのでご了承ください。

✿『本をたくさん読んだ子どもの表彰』として、今回は
金山小学校の児童２名に賞状と図書カードを贈りまし
た。これからも本をたくさん読んでください！

本をたくさん読んだ子どもの表彰

✿佐藤 凛歩さん （３年生）３７冊
✿鳥居 柚希さん （５年生）３８冊
（学年と本の冊数集計はR４,２月末時点です）

図書館カウンター前の壁紙を
貼り替えました！

入口に引き続き、カウンター前にも壁紙を
貼ってもらいました。壁が変わると、まった
く印象が違います！お近くをお通りの際は、
ぜひ図書館にお立ち寄りください。

↓図書館カウンター、凄くきれいになりました！

新刊情報

話し合いの様子



－５－

「金山愛は永遠に」
本校は明治６年「日就館」を仮校舎として開校し，以来１４８年，今日まで多くの皆様に支えられ，地
域文化の中心，地域に根ざした学校として皆様から愛されてまいりました。金山地区の皆様方には子供
たちの健全育成に御尽力いただき，心から感謝申し上げますとともに，深く敬意を表します。
竹馬運動会，地区民大運動会，だんごさし，花苗の植栽など本校ならではの教育活動を地域の皆様
に御支援いただきながら行うことができました。また，「本をたくさん読んだ子どもの表彰」「子ども読書
の日読書感想文表彰」「読書感想画」「敬老会」「ミニ文化祭」「図書館朗読会」「豊穣祭」「子どもま
つりグランドゴルフ大会」「ニュースポーツ大会」「茶道教室」など，子供たちに活躍の場を提供してい
ただきましたことにこの場をお借りして御礼申し上げます。間近で活躍の場を見た者として，地域で子
供を育てる金山愛に感動しました。令和元年東日本台風被災後は，金山を離れ１０か月間丸森小学校
さんで間借り生活，イレギュラーな教育活動でしたが皆様の御支援により全児童が元気に登校できま
した。
この２年間はコロナ禍の学校生活を経験しました。感染予防，ステイホーム，これまでにない臨時休業
，異質の新学年スタートなど苦難はありましたが皆様の御支援と御協力により感染予防に努めることが
できました。
今後も地域ぐるみで子供たちに金山愛を注ぐことで，ふるさと金山を愛し誇りに思う子供たちが育つ
と思います。そして，「金山愛は永遠」であることを祈念します。併せて，新丸森小学校の教育活動に対
しまして，今後とも皆様の御支援，御協力をどうぞよろしくお願いいたします。
結びに，今日まで本校の歴史と伝統を築き上げ，御支援くださいました歴代校長先生はじめ，教職員
の皆様，保護者の皆様，地域の皆様，宮城県，町当局に感謝を申し上げ，閉校の挨拶といたします。
合掌無限。

第３７代校長 長谷川 修一
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金山本郷郵便局からのお知らせ
金山本郷郵便局社員の転入・転出について

陽春の候、皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
また、当郵便局に対しまして、日頃より格別のお引き立てをいただき深くお礼申し
上げます。
さて、人事異動により、下記の社員が転入・転出致します。これまで頂戴致しま
したご指導、ご支援に心より感謝申し上げますとともに、今後とも転入して参りま
した社員ともども、新体制の金山本郷郵便局を宜しくお願いいたします。

役職 氏名 新体制

局長 加川 圭介 引き続き宜しくお願い致します

主任 大槻 孔乃美 角田市「枝野郵便局」より転入

主任 本田 信孝 白石市「斎川郵便局」へ転出
…お世話になりました。本田信孝…

記

行政区 男 女 計 世帯数

1　区 20 19 39 0 16 0
2　区 29 32 61 － 1 25 0
3　区 32 35 67 1 27 0
4　区 34 48 82 0 33 0
5　区 79 64 143 0 62 0
6　区 127 140 267 0 116 0
7　区 62 68 130 － 2 64 － 1
8　区 73 76 149 0 55 0

合計 456 482 938 － 3 398 － 1

前月比 前月比
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「
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」
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梅の花が咲きました！
金山地区にも春の訪れを感じます。

～２区の梅～



🌸皆さんの作品、声を募集しています！
川柳・俳句・短歌、お孫さんの作品、○○を載せて欲しい！など内

容は問いませんので、お気軽にお寄せください。多くの投稿をお待ちし
ております！(※毎月１５日ごろの締切とさせていただきます。)

【
～
二
十
四
節
季
と
七
十
二
候
～
】

『
日
本
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七
十
二
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し
む
～
著
・
白
井

明
大
』
よ
り

草
餅

す
り
つ
ぶ
し
た
よ
も
ぎ
を
混
ぜ

た
餅
に
、
あ
ん
の
入
っ
た
和
菓
子

で
す
。
野
の
香
り
豊
か
な
、
こ
の

季
節
な
ら
で
は
の
甘
味
。

<

つ
く
り
方>

よ
も
ぎ
を
よ
く
洗
い
、

沸
騰
し
た
湯
で
さ
っ
と
茹
で
ま
す
。

冷
水
に
さ
ら
し
、
細
か
く
刻
み
、

さ
ら
に
す
り
鉢
で
す
り
ま
す
。
上

新
粉
と
白
玉
粉
を
混
ぜ
、
熱
湯
を

少
し
ず
つ
加
え
な
が
ら
粉
を
よ
く

練
り
合
わ
せ
、
適
度
な
大
き
さ
の

餅
に
し
て
15
分
ほ
ど
蒸
し
ま
す
。

蒸
し
た
餅
と
よ
も
ぎ
を
練
り
合
わ

せ
、
中
に
あ
ん
を
入
れ
た
ら
で
き

あ
が
り
。

よ
も
ぎ

よ
も
ぎ
は
草
餅
の
材
料
に
な
る

こ
と
か
ら
、
モ
チ
グ
サ
と
い
う
愛

称
の
よ
う
な
別
名
も
。
旬
は
四
月

～
八
月
。
沖
縄
で
は
フ
ー
チ
ー

バ
ー
と
呼
ば
れ
、
苦
み
が
ま
ろ
や

か
で
香
り
の
い
い
、
に
し
よ
も
ぎ

が
薬
味
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊

維
が
豊
富
な
よ
も
ぎ
は
、
お
い
し

い
薬
草
で
す
。

『ウソの様なホントの話し』
山の名前には、山の形状や方角から命名された
ものは想像がつきますが、中には「何でこの名が」
と思われる山があります。では、御覧あれ・・！

（４区 佐藤 泰宣）

【ゾッとする山名編】 名前の由来は各自の想像にお任せします。

＊大殺山（１２８５m） 福島県桧枝岐村。君子危うきに近寄らず。
（だいさつやま）

＊毒ヶ森（９１８m） 岩手県花巻市。徳が年月を経て毒に訛ったとも。
〃 （７８２m） 岩手県雫石町。

＊人切山（４５９m） 青森県むつ市。保険に加入してから入山のこと。

＊取首山（４４０m） 岡山県。首を洗ってから出かけましょう。
（とりくびやま）

＊胴切山（８８４m） 徳島県。上下離れたらどうしましょうか・・〇✕！

＊人骨山（２９２m） 千葉県。昔、姥捨ての風習があり多くの骨が埋まっている
（ひとぼねやま） との伝説から。他に２説あり。高齢者は近寄らない方が・・！

＊耳切山（５４２m） 岩手県一関市。マスクをかけられない！！！
〃 （８７５m） 岩手県遠野市。

＊牛首山（２２８０m） 山梨県。 〃（１４０８m） 岐阜県。 〃（１２５m） 新潟県。
〃 （１１４０m） 福島県南会津町。 〃（１６３８m） 群馬県。

＊牛頭刈山（８８４m） 東京都下。 ＊マムシ岳（１３０８m） 群馬県。
＊大砲山（７９８m)  福島県。

※ ゾッとする山の半分は「東北地方」にあります。 くわばらくわばら・・・・

＊次号予告・・・町内・近隣の山々の紹介、乞うご期待！

－８－



－９－

金山の話題＆お知らせ
🌼 金山自治会の職員に異動がありましたのでお知らせします。🌼

【
退
職
の
ご
挨
拶
】

平
成
三
十
一
年(

令
和
元
年)

四
月
か
ら
三

年
間
、
な
ん
と
か
勤
め
通
せ
ま
し
た
の
も
、

地
域
の
皆
様
方
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
の
私
の
メ
イ
ン
業
務
は
、
台
風

第
十
九
号
の
復
旧
対
応
と
コ
ロ
ナ
対
策
を

し
な
が
ら
の
自
治
会
運
営
で
し
た
。

当
地
区
の
災
害
復
旧
は
、
他
の
被
災
地

区
と
比
べ
思
い
の
ほ
か
早
く
進
み
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
の
地
区
別
計
画
の
中
に

「
小
学
校
跡
地
等
を
み
ん
な
が
楽
し
く
活

用
で
き
る
施
設
に
す
る
こ
と
の
検
討
」
と

い
う
復
興
の
項
目
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
が
落
ち
着
き
、
三
密
を
気

に
せ
ず
に
皆
さ
ん
と
ワ
イ
ワ
イ
で
き
る
日

が
一
日
も
早
く
来
る
こ
と
を
期
待
し
、
ま

た
、
今
後
も
御
交
誼
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

五
区

菊

地

一

【
新
職
員
の
ご
挨
拶
】

こ
の
度

金
山
自
治
会
の
事
務
職
職
員

と
し
て
採
用
戴
き
ま
し
た

三
区
の
目
黒

重
実
で
す
。

私
は
前
職
の
都
合
で

26
年
ほ
ど
金
山

を
離
れ
て
暮
ら
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨

年

定
年
退
職
を
機
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

戻
っ
て
か
ら
は
軽
貨
物
運
送
業
を
生
業
と

し
て
お
り
ま
し
た
。

今
年
に
入
っ
て

ご
近
所
様
よ
り
自
治

会
職
員
募
集
に
応
募
し
て
み
な
い
か
と
お

誘
い
が
あ
り

あ
れ
こ
れ
思
い
を
巡
ら
せ

考
え
た
結
果

地
元
に
根
ざ
し
た

仕
事
が
良
い
と
思
い
受
験
し
た
と
こ
ろ

採
用
の
連
絡
を
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
職
種
と
は

か
け
離
れ
て

お
り

や
っ
て
い
け
る
の
か
正
直
不
安
し

か
な
い
で
す
が

皆
様
の
お
力
を
借
り
な

が
ら

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
で
自
治
会
の
事

務
運
営
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
区

目
黒

重
実

◆令和４年４月～集落支援員業務が始まります！

この業務は町から金山自治会への委託となり、3年毎の更新が可能です。業務
内容は、地区内に於ける「地区別計画の推進」や「各種イベントの開催」、「地
区の方々との交流促進」等を行って参ります。
これは住民自治組織の基盤強化を図るとともに、地域の持つ個性や特性を生か

した魅力あるまちづくりを進めて行くための制度となっております。
この制度の導入を機に、これからもより一層地域の皆様とともに金山地区の活

性化に向けて取組んで参りますので、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

～金山自治会一同～

【金山地区集落支援員】
六区新町 池田 利恵



－１０－

【まちづくりセンター窓口での各種証明書の交付が終了しました】

各まちづくりセンター窓口での「住民票」「印鑑登録証明書」「軽自動車納税証明書」
等の各種証明書交付は３月いっぱいで終了しました。今後は全て役場での交付となり
ます。宜しくお願いいたします。

問合せ先：町民税務課住民班 ☎７２－２１１２

【４月から使用済み乾電池の回収対象が変わります！】

まちづくりセンターで使用済み乾電池の回収を行っていますが

これまで対象外だった「充電式電池」「コイン電池」「ボタン電池」「電子タ
バコ」「電化製品類バッテリー」も回収可能になりました。
利用の際は袋から出して回収バケツに入れてください。

※電球・ライター・その他家電等は回収不可です。

◆まちづくりセンター開館時間中にご利用ください。（平日：８時３０～１７時１５分）

～3月16日（水）福島県沖地震発生による被害～

3月16日(水)23時36分、福島県沖を震源とする地震の規模（マグニチュード）7.3の地
震が発生し丸森町では最大震度5強を観測しました。金山では城址の石垣落下による
崩落や、橋の段差等が発生しました。金山まちセンでも物の落下、図書館では蔵書の
破損が発生しました。皆さまにおかれましては、引き続き余震等にご注意ください。

【段差が発生しています！走行時ご注意ください】
・金栄橋
・雉子尾橋
※近隣の道路も亀裂、段差、舗装のめくれ等の
被害が見られます。道路走行時は速度に注意し、
特に夜間の走行時は気を付けてください。

【金山城址の石垣が崩落しました！
周辺に近付かないようお願いします】
（登り口に教育委員会による注意看板
が設置されています）
※町では石垣等の専門家に見て貰い
対応を検討するとの事です。

【地震発生の際の注意事項】
●地震発生時は落ち着いて、慌てて動かず身の安全を確保しましょう。
（落下物・転倒物に注意し距離を取る。頭を守る体勢を取る。階段の上り下り等は特に注意する）

●枕元にはスリッパを備え、携帯電話は充電しておきましょう。
●停電時はブレーカーを落としましょう。懐中電灯等は常備しすぐ使用出来るようにしておきましょう。
（再開時に火災が発生する可能性があります。避難時はガスの元栓を閉め、ブレーカーは落とす）

●水、食料等の非常時用備蓄を確認しておきましょう。


